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PADN- 445  (PADN445CRLRv2.doc)

Begun to write since June 15th.　Reformed on June 16th. Revised on July 17th, 2009.

※注：20090717 時点においては、未だ個人見解レベルの検討書です。

Particle  Accelerator  Development  Note

                                                                                 　    

　　　　　　　　　パルス伝送方程式の解

　～　No.45: (C//R)(L//R)マッチング　～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：　中村英滋 (加速器第六研究系)

                                                                                　    

　要約

　負荷に対するパルス伝送方程式の解をケース別にまとめる作業を実施している。

　今回はマッチングを重視した下記回路。完全整合であるが、立上り時間は遅い。
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電流負荷時（１頁の図と同等）

電圧負荷時（Droop は殆ど無く完全整合）


